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日本キリスト教団

　　　　　　　　聖霊降臨節第１７主日礼拝 【２０２２年度年間聖句】 　　　　　　　　　　 　世界の主、教会のかしら

　　　　　　２０２２年９月２５日　午前１０時３０分 　後ろのものを忘れ、前のものに全身を向けつつ 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　D・ボンヘッファー

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 司　会　　　司式　： 伝　道　師 目標を目指してひたすら走ることです。 　　　全世界の王は同時に教会の頭である。頭は天にあり、

　　　奏楽　： 奏楽奉仕者 　　　　　　　　（フィリピの信徒への手紙３章１３b～１４節） 　　体は地上にある。見えない頭が見える体を統合する。

　前　　奏 【今週の祈り】 　　このように天的キリストが大地に対して全く臨在し給う。

　招　　詞 司式者 ・東日本大震災の被災者・被災教会のために。 　　彼はその教会を満たし、教会によって、またそれを通して

　頌　　栄 真理は主イエス・キリスト ・病や困難の中にある友のために。 　　すべてのものを全てのものの内に満たし給うのである。

　交　　読 詩編　１３２編 一　同 ・狛江教会と岩田昌路牧師のために。 　　（エフェソ１：２３）。

　聖　　書 コロサイの信徒への手紙 【本日の集会】 　　なぜなら、彼は教会を通して、次第に彼に属する全世界

　第１章１７～２０節 (新)p.369 ・10:20-10:30 礼拝準備祈祷会 　　に浸透し、それを彼の活動的な臨在によって満たし給う

　祈　　祷 司式者 ・10:30-11:30 主日礼拝 　　からである。地獄の底にも天の極みにも赴き給うた方と

　讃美歌 ２１－５７番 一　同 ・11:30-11:45 聖書通読：イザヤ書18章(旧)p.1087 　　して、神的力によってすべてをくぐりぬけ すべてを満たし

　使徒信条 ２１－９３番（４－A) 一　同 ・11:45-12:00 讃美歌練習 　　給う方として、彼は今や教会にも、その必要とするところ

　讃美歌 ２１－４６３番 一　同 ・12:00- お茶の会（自由参加） 　　の神的賜物を与えることができるのである。

　説　　教 「教会の頭 イエス様」 牧　師 【今週の集会】 　　（エフェソ４：８以下）。

　祈　　祷 牧　師 ・聖研祈禱会 ９月２９日（木）10:30-11:30 　　彼は教会に、世界を力強く 神へと召喚し、信ずる者を

　讃美歌 ２１－３９０番 一　同 マタイ　２１章18～32節 (新)p.41 　　キリストの傍に保つところの職務を与え給う。

　献　　金 困難にある人々への連帯を祈りつつ 【次主日の案内】

　感　　謝 献金奉仕者 ・世界聖餐日　１０月２日（日）10:30-11:45

　主の祈 ２１－９３番（５－Ａ） 一　同 　　　司会　： 出席役員、　配餐　：　配餐奉仕者

　讃美歌 ２１－９２番 一　同 　　　交読　： 詩編　１３３編

　祝　　祷 牧　師 　　　聖書　： マルコ　2章 1～12節　(新)p.63 ■　　集　会　報　告

　後　　奏 （黙　　祷） 奏楽奉仕者 　　　説教　： 「床を担いで歩く」　　牧　師 　　　準備祈祷会 　９月１８日（日） 男５、女６、計１１名

　　　献金　： 献金奉仕者 　　　主日礼拝 ９月１８日（日） 男５、女６、計１１名

ーからだのご不自由な方はお座りのままでどうぞー 　　　奏楽　： 奏楽奉仕者 　　　聖研祈祷会 　９月２２日（木） 男２、女３、計　５名

　　　讃美歌： ２１－１２０（主はわがかいぬし）

○礼拝前は静かに心を整えましょう。 ２１－４７０（やさしい目が） 　◎　個人情報保護の観点から、牧師以外の礼拝奉仕者

○聖書にあらかじめ目を通しましょう。 　（聖餐式）： ２１－８１（主の食卓を囲み） 　　 並びに献金者の個人名は伏せさせていただきました。

○祈祷中、礼拝堂への入場は待ちましょう。 ・聖書通読 イザヤ書　３４章　(旧）p.1114      当伝道所は、教会内外からの多くの方々の尊い献金

○礼拝後は、交わりの時を。 　 ・讃美歌練習 指導：奏楽奉仕者 　　 によって支えられています。心から感謝申し上げます。
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